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文
明
日
新
の
修
身
処
世
法
は
、
如

何

な
る
主
義
に
依

り
如
何
な
る
方
向
に

　
　
進
む
可
き
や
と
は
、
今
の
青
年
学
生
の
大
に
惑



ふ
所
に
し
て
、
先
輩
に
対

　
　
し
て
屡
※






質
問
を
起
す
も
の
あ
り
。
福
沢
先
生
こ
れ
に
答
ふ
る
為

め
に
と

　
　
て
、
生
等

に
嘱





し
て
文
案
を
草
せ
し
む
。
即
ち
先
生
平
素
の
言
行
に
基





き
、

　
　
其
大
要
を
述
べ
て
、
先
生
の
閲
覧
を
乞
ひ
、
之



を
修
身
要
領
と
名



け
、
学

　
　
生
に
示
す
こ
と
左
の
如
し
。

　
　
　
　
明
治
三
十
三
年
二
月
紀
元
節

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
応
義
塾
社
中
某
々
誌





　
凡



そ
日
本
国
に
生
々






す
る
臣
民
は
、
男
女
老
少
を
問
は
ず
、
万
世
一
系
の
帝

室
を
奉
戴






し
て
、
其
恩
徳
を
仰
が
ざ
る
も
の
あ
る
可



ら
ず
。
此
一
事
は
、
満
天

下
何
人






も
疑




を

容

れ
ざ
る
所
な
り
。
而





し
て
今
日
の
男
女
が
今
日
の
社
会
に
処

す
る
道
を
如
何





す
可

き
や
と
云
ふ
に
、
古
来
道
徳
の
教
、
一
に
し
て
足

ら
ず
と

雖

も

、
徳
教
は
人
文
の
進
歩
と
共
に
変
化
す
る
の
約
束
に
し
て
、
日
新
文
明
の

社
会
に
は
自





か
ら
其
社
会
に
適
す
る
の
教
な
き
を
得
ず
。
即
ち
修
身
処
世
の
法

を
新





に
す
る
の
必
要
あ
る
所
以





な
り
。

第
一
条
　
人
は
人
た
る
の
品
位
を
進
め
、
智
徳
を
研



き
、
ま
す
〳
〵
其
光
輝
を

　
発
揚
す
る
を
以
て
、
本
分
と
為

さ
ざ
る
可



ら
ず
。
吾
党
の
男
女
は
、
独
立
自

　
尊
の
主
義
を
以
て
修
身
処
世
の
要
領
と
為

し
、
之
を
服
膺






し
て
、
人
た
る
の

　
本
分
を
全





う
す
可

き
も
の
な
り
。

第
二
条
　
心
身
の
独
立
を
全
う
し
、
自



か
ら
其
身
を
尊
重
し
て
、
人
た
る
の
品

　
位
を
辱




め

ざ
る
も
の
、
之
を
独
立
自
尊
の
人
と
云
ふ
。

第
三
条
　
自



か
ら
労
し
て
自
か
ら
食



ふ
は
、
人
生
独
立
の
本
源
な
り
。
独
立
自

　
尊
の
人
は
自
労
自
活
の
人
た
ら
ざ
る
可



ら
ず
。

第
四
条
　
身
体
を
大
切
に
し
健
康
を
保
つ
は
、
人
間
生
々






の
道
に
欠
く
可
ら
ざ

　
る
の
要
務
な
り
。
常
に
心
身
を
快
活
に
し
て
、
苟





め
に
も
健
康
を
害
す
る
の

　
不
養
生
を
戒
む
可

し
。

第
五
条
　
天
寿
を
全
う
す
る
は
人
の
本
分
を
尽
す
も
の
な
り
。
原
因
事
情
の
如

　
何



を
問
は
ず
、
自



か
ら
生
命
を
害
す
る
は
、
独
立
自
尊
の
旨
に
反
す
る
背
理

　
卑
怯
の
行
為
に
し
て
、
最
も
賤





む
可
き
所
な
り
。

第
六
条
　
敢
為
活
溌









堅
忍
不
屈









の
精
神
を
以
て
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
独
立
自
尊

　
の
主
義
を
実



に
す
る
を
得
ず
。
人
は
進
取
確
守
の
勇
気
を
欠
く
可



ら
ず
。

第
七
条
　
独
立
自
尊
の
人
は
、
一
身
の
進
退
方
向
を
他
に
依
頼
せ
ず
し
て
、
自



　
か
ら
思
慮
判
断
す
る
の
智
力
を
具
へ
ざ
る
可
ら
ず
。

第
八
条
　
男
尊
女
卑
は
野
蛮
の
陋

習







な
り
。
文
明
の
男
女
は
同
等
同
位
、
互

　
に
相



敬
愛






し
て
各




そ

の
独
立
自
尊
を
全





か
ら
し
む
可

し
。

第
九
条
　
結
婚
は
人
生
の
重
大
事
な
れ
ば
、
配
偶
の
撰
択
は
最
も
慎
重
な
ら
ざ

　
る
可
ら
ず
。
一
夫
一
婦
終
身
同
室
、
相
敬
愛
し
て
、
互
い
に
独
立
自
尊
を
犯

　
さ
ゞ
る
は
、
人
倫
の
始
な
り
。

第
十
条
　
一
夫
一
婦
の
間
に
生
る
ゝ
子
女
は
、
其
父
母
の
他



に
父
母
な
く
、
其

　
子
女
の
他
に
子
女
な
し
。
親
子
の
愛
は
真
純
の
親
愛
に
し
て
、
之
を
傷





け
ざ

　
る
は
一
家
幸
福
の
基





な
り
。

第
十
一
条
　
子
女
も
亦
独
立
自
尊
の
人
な
れ
ど
も
、
其
幼
時
に
在



て
は
、
父
母

　
こ
れ
が
教
養
の
責



に
任
ぜ
ざ
る
可



ら
ず
。
子
女
た
る
も
の
は
、
父
母
の
訓
誨

　
に
従




て

孜



勉
励
、
成
長
の
後
、
独
立
自
尊
の
男
女
と
し
て
世
に
立
つ
の
素

　
養
を
成
す
可

き
も
の
な
り
。

第
十
二
条
　
独
立
自
尊
の
人
た
る
を
期
す
る
に
は
、
男
女
共
に
、
成
人
の
後
に

　
も
、
自



か
ら
学
問
を
勉
め
、
知
識
を
開
発
し
、
徳
性
を
修
養
す
る
の
心
掛
を

　
怠
る
可
ら
ず
。
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第
十
三
条
　
一
家
よ
り
数
家
、
次
第
に
相
集
り
て
、
社
会
の
組
織
を
成
す
。
健

　
全
な
る
社
会
の
基





は
、
一
人
一
家
の
独
立
自
尊
に
在
り
と
知
る
可
し
。

第
十
四
条
　
社
会
共
存
の
道
は
、
人
々






自


か
ら
権
利
を
護
り
幸
福
を
求
む
る
と

　
同
時
に
、
他
人
の
権
利
幸
福
を
尊
重
し
て
、
苟




も

之
を
犯
す
こ
と
な
く
、
以

　
て
自
他
の
独
立
自
尊
を
傷





け
ざ
る
に
在
り
。

第
十
五
条
　
怨





を
構
へ
仇



を
報
ず
る
は
、
野
蛮
の
陋
習
に
し
て
卑
劣
の
行
為
な

　
り
。
恥
辱
を
雪



ぎ
名
誉
を
全
う
す
る
に
は
、
須





ら
く
公
明
の
手
段
を
択



む
べ

　
し
。

第
十
六
条
　
人
は
自



か
ら
従
事
す
る
所
の
業
務
に
忠
実
な
ら
ざ
る
可
ら
ず
。
其

　
大
小
軽
重
に
論
な
く
、
苟




も

責
任
を
怠
る
も
の
は
、
独
立
自
尊
の
人
に
非
ざ

　
る
な
り
。

第
十
七
条
　
人
に
交





る
に
は
信
を
以
て
す
可
し
。
己



れ
人
を
信
じ
て
人
も
亦
己

　
れ
を
信
ず
。
人
々






相
信
じ
て
始
め
て
自
他
の
独
立
自
尊
を
実



に
す
る
を
得
べ

　
し
。

第
十
八
条
　
礼
儀
作
法
は
、
敬
愛
の
意
を
表
す
る
人
間
交
際
上
の
要
具
な
れ
ば
、

　
苟





め
に
も
之
を
忽




に

す
可
ら
ず
。
只



そ
の
過
不
及







な
き
を
要
す
る
の
み
。

第
十
九
条
　
己
れ
を
愛
す
る
の
情
を
拡




め

て
他
人
に
及
ぼ
し
、
其
疾
苦
を
軽
減

　
し
其
福
利
を
増
進
す
る
に
勉
む
る
は
、
博
愛
の
行
為
に
し
て
、
人
間
の
美
徳

　
な
り
。

第
二
十
条
　
博
愛
の
情
は
、
同
類
の
人
間
に
対
す
る
に
止
ま
る
可
ら
ず
。
禽
獣

　
を
虐
待
し
又
は
無
益
の
殺

生







を
為

す
が
如
き
、
人
の
戒
む
可
き
所
な
り
。

第
二
十
一
条
　
文
芸
の
嗜




は

、
人
の
品
性
を
高
く
し
精
神
を
娯





ま
し
め
、
之
を

　
大
に
す
れ
ば
、
社
会
の
平
和
を
助
け
人
生
の
幸
福
を
増
す
も
の
な
れ
ば
、
亦

　
是

れ
人
間
要
務
の
一
な
り
と
知
る
可
し
。

第
二
十
二
条
　
国
あ
れ
ば
必
ず
政
府
あ
り
。
政
府
は
政
令
を
行
ひ
、
軍
備
を
設

　
け
、
一
国
の
男
女
を
保
護
し
て
、
其
身
体
、
生
命
、
財
産
、
名
誉
、
自
由
を

　
侵
害
せ
し
め
ざ
る
を
任
務
と
為

す
。
是



を
以
て
国
民
は
軍
事
に
服
し
国
費
を

　
負
担
す
る
の
義
務
あ
り
。

第
二
十
三
条
　
軍
事
に
服
し
国
費
を
負
担
す
れ
ば
、
国
の
立
法
に
参
与
し
国
費

　
の
用
途
を
監
督
す
る
は
、
国
民
の
権
利
に
し
て
又
其
義
務
な
り
。

第
二
十
四
条
　
日
本
国
民
は
男
女
を
問
は
ず
、
国
の
独
立
自
尊
を
維
持
す
る
が

　
為
め
に
は
、
生
命
財
産
を
賭

し
て
敵
国
と
戦
ふ
の
義
務
あ
る
を
忘
る
可
ら
ず
。

　第
二
十
五
条
　
国
法
を
遵

奉







す
る
は
国
民
た
る
も
の
ゝ
義
務
な
り
。
単
に
こ

　
れ
を
遵
奉
す
る
に
止
ま
ら
ず
、
進
ん
で
其
執
行
を
幇
助






し
、
社
会
の
秩
序
安

　
寧
を
維
持
す
る
の
義
務
あ
る
も
の
と
す
。

第
二
十
六
条
　
地
球
上
立
国
の
数
少
な
か
ら
ず
し
て
、
各




そ

の
宗
教
、
言
語
、

　
習
俗
を
殊
に
す
と
雖
も
、
其
国
人
は
等
し
く
是

れ
同
類
の
人
間
な
れ
ば
、
之

　
と
交





る
に
は
苟




も

軽
重
厚
薄
の
別
あ
る
可
ら
ず
。
独



り
自





ら
尊
大
に
し
て
他

　
国
人
を
蔑
視





す
る
は
、
独
立
自
尊
の
旨
に
反
す
る
も
の
な
り
。

第
二
十
七
条
　
吾
々
今
代






の
人
民
は
、
先
代
前
人
よ
り
継
承
し
た
る
社
会
の
文

　
明
福
利
を
増
進
し
て
、
之
を
子
孫
後
世
に
伝
ふ
る
の
義
務
を
尽
さ
ざ
る
可
ら

　
ず
。

第
二
十
八
条
　
人
の
世
に
生
る
ゝ
、
智
愚
強
弱
の
差
な
き
を
得
ず
。
智
強
の
数

　
を
増
し
愚
弱
の
数
を
減
ず
る
は
教
育
の
力
に
在
り
。
教
育
は
即
ち
人
に
独
立

　
自
尊
の
道
を
教
へ
て
之
を
躬
行
実
践
す
る
の
工
風





を
啓



く
も
の
な
り
。

第
二
十
九
条
　
吾
党
の
男
女
は
、
自





ら
此
要
領
を
服
膺






す
る
の
み
な
ら
ず
、
広

　
く
之
を
社
会
一
般
に
及
ぼ
し
、
天
下
万
衆
と
共
に
相
率






ゐ
て
、
最
大
幸
福
の

　
域
に
進
む
を
期
す
る
も
の
な
り
。

4修身要領



5



青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
福
沢
諭
吉
選
集
　
第3

巻
」
岩
波
書
店

　
　
　1980
（
昭
和55

）
年12

月18

日
第1

刷
発
行

　
　
　1984
（
昭
和59

）
年8

月30

日
第3

刷
発
行

初
出
：
「
時
事
新
報
」
時
事
新
報
社

　
　
　1900

（
明
治33
）
年2

月25

日
発
行

※
ル
ビ
は
新
仮
名
と
す
る
底
本
の
扱
い
に
そ
っ
て
、
ル
ビ
の
拗
音
、
促
音
は
小

書
き
し
ま
し
た
。

入
力
：
田
中
哲
郎

校
正
：
小
林
和
明

2008

年7

月9

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.

aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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